
（４）評価結果の概要・総括 
 

令和２年度は，後期基本計画の施策体系に基づき，全３１施策を対象とした施策評価

とともに，全７４２の事務事業のうち，基本計画事業９７事業を対象とした事務事業評

価を行いました。 

施策評価・事務事業評価ともに，後期基本計画の着実な推進を図ることやＰＤＣＡマ

ネジメントサイクルによる効果的・効率的な取組の推進につなげられるよう努めました。 
 

【施策評価】※詳細は，２１ページ以降の評価結果を参照  

◆令和元年度振返り評価結果（対象：３１施策） 

 令和２年度の施策評価においては，後期基本計画の施策体系に基づき，全施策につい

て，前年度の振返り評価を実施しました。 
 
＜令和元年度の施策の成果についての評価＞ 
区分   施策の評価結果 施策 割合 

Ｓ 顕著な取組成果が得られた。計画以上に目標を達成した。 １  ３．２％ 

Ａ 予定した取組成果が得られた。計画どおりに目標を達成した。 ３０ ９６．８％ 

Ｂ 一定程度の取組成果が得られた。概ね計画どおりに目標を達成した。 ０    ０％ 

Ｃ 予定した取組成果が得られなかった。目標達成にはやや至らなかった。 ０    ０％ 

Ｄ 取組成果が得られなかった。目標達成までには至らなかった。 ０    ０％ 

 計 ３１  １００％ 

 
上記の表のとおり，令和元年度の取組に関する施策評価の結果は，「Ｓ」が１施策，

「Ａ」が３０施策，「Ｂ」，「Ｃ」及び「Ｄ」は該当なしであり，令和元年度においては，

全ての施策で各種の取組により成果が得られたと評価することができます。 

 今後も，これまでの取組実績や各施策を取り巻く状況等を踏まえながら，後期基本計

画に位置付けた施策を推進していくとともに，２つのアクション（「横断的連携による

施策の推進」，「調布のまちの魅力発信」）により関連する施策を有機的に連動させるこ

とで，施策全体の効果的な推進につなげていきます。 

 さらに，基本計画の実効性を高めるための調布市における地方創生の取組を推進して

いくとともに，基本計画に基づくまちづくりを進めることでＳＤＧｓの目標達成につな

げていく必要があります。 

 そのため，引き続き，行政評価を活用した振返り評価を行い，評価結果に基づく取組

の改善を図りながら，各施策の目的の達成やより一層の成果向上を図ります。 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 



 
【事務事業評価】※詳細は，２１ページ以降の評価結果を参照  

◆令和元年度振返り評価結果（対象：９７事業） 

 令和２年度の事務事業評価においては，後期基本計画の体系に基づき，基本計画事業

を対象に，前年度の振返り評価を実施しました。 
 
 

＜令和元年度の取組に関する実績評価＞ 

  
◎ 

十分な成果を得た 

○ 

概ね成果を得た 

△ 

期待した成果を得られず 

事業数 ６１ ３６ ０ 

割合 ６２．９％ ３７．１％ ０％ 

 
 

＜実績評価別で見た今後の事業の方向性＞ 

 

 

上記の表のとおり，令和元年度の振返り評価を行った９７事業の実績評価のうち，
「◎」とした事業は６１事業，「○」とした事業は３６事業，「△」とした事業は該当な
しとなり，令和元年度においては，振返り評価を行った全ての事業で成果が得られたと
評価することができます。 

 そのような中で，それぞれの事業にかかる今後の事業の方向性についての評価におい

ては，「◎」とした６１事業のうち，４１事業は改善（有効性改善など）が必要である

としています。 

 また，同様に，「○」とした３６事業のうち，３０事業は改善（有効性改善など）が

必要であるとしています。 

 このように，成果が得られている中にあっても，多くの事業において，今後における

改善の余地があるため，更なる成果の向上に向けて，評価結果に基づく見直し，改善等

の取組を継続的に推進していくことが必要です。 

 そのため，今後も引き続き，行政評価を活用した振返り評価を行い，成果向上に向け

た取組の推進に努めていきます。 

有効性改善 

４１ ３０ ― 
効率性改善 

財政面改善 

参加と協働改善 

改善余地なし ２０ ６ ― 



（５）施策・事務事業評価結果一覧

事業数 事業名称
計画
前倒
し

計画
どお
り

計画
遅れ

有効
性
改善

効率
性
改善

財政
面
改善

参加
と
協働
改善

改善
余地
なし

防災市民組織の育成 ◎ ● ● ●

防災備蓄品の確保・充実 ◎ ● ●

災害情報システムの維持
管理・充実

◎ ● ●

調布市避難行動要支援者
避難支援プランの推進

◎ ● ● ●

特定緊急輸送道路沿道建
築物耐震化促進事業

○ ● ●

消防水利の整備・維持管
理

○ ● ●

消防団の対応能力の向上 ◎ ● ●

地域での防犯パトロール
の支援

◎ ● ● ●

犯罪抑止対策の推進 ◎ ● ● ●

消費者啓発事業 ○ ● ●

消費者相談事業 ◎ ● ●

ひとり親家庭等への支援 ○ ● ● ●

出産・子育て応援事業 ◎ ● ●

児童虐待防止センター事
業の推進

◎ ● ●

待機児童対策の推進 ○ ● ●

学童クラブ施設の整備 ◎ ● ●

学校における「学び」に
困難を抱える子どもたち
への支援

○ ● ● ●

体力向上への支援 ◎ ● ●

特別支援教育の推進 ○ ● ●

不登校児童・生徒への支
援

◎ ● ●

地域人材等を活用した教
育の充実

◎ ● ● ●

命の教育活動の推進 ◎ ● ●

小・中学校施設の整備 ◎ ● ● ●

7

評価対象事業S：顕著な取組成果が得られた。計画以上に目標を達成した。
A：予定した取組成果が得られた。計画どおりに目標を達成した。
B：一定の取組成果が得られた。概ね計画どおりに目標を達成し
　　た。
C：予定した取組成果が得られなかった。目標達成にはやや至ら
　　なかった。
D：取組成果が得られなかった。目標達成までには至らなかった。

03 A 2 2

施策評価結果 事務事業評価結果

事務
事業
数

令和元年度振返り評価の対象は３１施策，９７事務事業となっています。
●施策評価結果：各施策の評価結果「Ｓ」，「Ａ」，「Ｂ」，「Ｃ」，「Ｄ」の一覧です。
●事務事業評価結果：「事務事業数」は，各施策に体系付けた事務事業数，「評価対象事業」における「事業数」は，令和元年度の振返り評価を行った
　　　　　　　　　　事務事業数です。
　　　　　　　　　　「Ｒ１実績評価」は，各事務事業の評価結果「◎」，「○」，「△」です。
　　　　　　　　　　「前年度の取組実績・今後の取組の方向性」は，取組計画に対する進捗状況及び今後における見直しの方向性です。

R１
実績
評価
（※）

消費生活の安定と向上

前年度の取組実績・今後の取組の方向性

R１取組実績 方向性

01 災害に強いまちづくり A 33

05 学校教育の充実 A 61 7

02 防犯対策の推進 A 211

04 子ども・子育て家庭の支援 A 80 5

（※）事務事業評価の実績評価

◎：十分な成果が得られた。

○：おおむね成果が得られた。

△：予定した成果が得られなかった。



事業数 事業名称
計画
前倒
し

計画
どお
り

計画
遅れ

有効
性
改善

効率
性
改善

財政
面
改善

参加
と
協働
改善

改善
余地
なし

06 青少年の健全育成 A 16 1 子ども・若者への支援 ◎ ● ●

地域福祉コーディネー
ター事業の推進

◎ ● ● ●

福祉人材育成事業の推進 ◎ ● ● ●

地域包括支援センターの
充実

◎ ● ● ● ●

見守りネットワークの推
進

◎ ● ● ● ●

認知症対策の充実 ○ ● ●

介護予防・日常生活支援
総合事業の展開

○ ● ● ●

特別養護老人ホーム等の
整備

◎ ● ●

地域密着型サービスの整
備

○ ● ●

障害児・者医療的ケア支
援事業

○ ● ●

障害者の就労支援 ◎ ● ●

余暇活動支援の充実 ◎ ● ● ●

障害者グループホームの
整備

◎ ● ●

発達障害児支援事業 ◎ ● ●

生活困窮者自立支援事業 ◎ ● ●

自立支援事業の充実 ◎ ● ●

11 雇用・就労の支援 A 7 1
調布国領しごと情報広場
の運営参画

○ ● ● ●

がん検診の充実 ○ ● ● ●

国保ヘルスアップ事業の
推進

○ ● ● ●

学習活動及びまちづくり
への参加の促進

○ ● ● ● ●

市民の読書・調査活動へ
の支援

○ ● ● ●

スポーツ施設の整備 ◎ ● ● ●

調布市体育協会事業の支
援

◎ ● ● ●

東京２０２０大会等を契
機としたスポーツ振興に
よる多面的効果の創出

◎ ● ● ● ● ●

ＦＣ東京等と連携したス
ポーツ振興等の推進

◎ ● ● ●

地区協議会の設立と支援 ◎ ● ● ●

ふれあいの家の整備 ◎ ● ●

市民活動支援センターの
運営

○ ● ● ●

前年度の取組実績・今後の取組の方向性

R１取組実績 方向性

施策評価結果 事務事業評価結果

S：顕著な取組成果が得られた。計画以上に目標を達成した。
A：予定した取組成果が得られた。計画どおりに目標を達成した。
B：一定の取組成果が得られた。概ね計画どおりに目標を達成し
　　た。
C：予定した取組成果が得られなかった。目標達成にはやや至ら
　　なかった。
D：取組成果が得られなかった。目標達成までには至らなかった。

事務
事業
数

評価対象事業

6

14 市民スポーツの振興 A

共に支え合う地域福祉の推進07 A 23 2

543A障害者福祉の充実09

R１
実績
評価
（※）

生涯を通した健康づくり12 A 40 2

高齢者福祉の充実08 A 49

14 4

10 セーフティネットによる生活支援 A 11 2

33 2生涯学習のまちづくり13 A

310A地域コミュニティの醸成15

（※）事務事業評価の実績評価
◎：十分な成果が得られた。

○：おおむね成果が得られた。

△：予定した成果が得られなかった。



事業数 事業名称
計画
前倒
し

計画
どお
り

計画
遅れ

有効
性
改善

効率
性
改善

財政
面
改善

参加
と
協働
改善

改善
余地
なし

商店街活性化の推進 ◎ ● ●

調布市商工会事業の支援 ◎ ● ●

中小企業・小規模事業者
の支援

◎ ● ●

産業労働支援センターに
よる創業の支援

◎ ● ●

「映画のまち調布」の推
進

◎ ● ●

調布市観光協会事業の促
進

◎ ● ●

農業経営の支援 ◎ ● ●

多様な農業体験の場づく
り

○ ● ● ●

都市農地の保全・活用 ◎ ● ●

芸術・文化事業の実施 ◎ ● ● ●

芸術・文化施設の維持・
補修

◎ ● ● ● ●

国史跡下布田遺跡の整
備・活用

◎ ● ●

郷土の歴史・文化を核と
した展示・普及事業の推
進

◎ ● ●

武者小路実篤を核とした
特色ある事業の展開

○ ● ●

都市計画マスタープラン
の運用

◎ ● ●

地区計画制度を活用した
街づくり

◎ ● ●

景観計画・景観条例の運
用

◎ ● ●

公共サイン計画の検討・
運用

◎ ● ●

駅前広場の整備 ○ ● ●

鉄道敷地の整備 ○ ● ●

面的整備手法を活用した
まちづくりの促進

○ ● ●

中心市街地における区画
道路等の整備

○ ● ●

交通環境の改善による駅
周辺のまちづくり

○ ● ●

深大寺地区におけるまち
づくりの推進

◎ ● ● ●

R１取組実績 方向性

48

施策評価結果 事務事業評価結果

S：顕著な取組成果が得られた。計画以上に目標を達成した。
A：予定した取組成果が得られた。計画どおりに目標を達成した。
B：一定の取組成果が得られた。概ね計画どおりに目標を達成し
　　た。
C：予定した取組成果が得られなかった。目標達成にはやや至ら
　　なかった。
D：取組成果が得られなかった。目標達成までには至らなかった。

事務
事業
数

評価対象事業
R１
実績
評価
（※）

前年度の取組実績・今後の取組の方向性

A活力ある産業の推進16

318A都市農業の推進18

20 地域ゆかりの文化の保存と継承 A 21 3

魅力ある観光の振興17 S 4 2

420A良好な市街地の形成21

芸術・文化の振興19 A 6 2

22 67A地域特性を生かした都市空間の形成

（※）事務事業評価の実績評価
◎：十分な成果が得られた。

○：おおむね成果が得られた。

△：予定した成果が得られなかった。



事業数 事業名称
計画
前倒
し

計画
どお
り

計画
遅れ

有効
性
改善

効率
性
改善

財政
面
改善

参加
と
協働
改善

改善
余地
なし

住宅の耐震化の促進 ○ ● ●

良好な居住環境の形成・
支援

◎ ● ● ●

空き家等対策の推進 ◎ ● ● ●

道路網計画に基づく計画
的な道路ネットワークの
形成

○ ● ●

人と環境にやさしい道路
の整備

○ ● ●

道路施設等の総合的な管
理の推進

○ ● ● ●

橋りょうの計画的な維
持・補修

○ ● ●

地籍整備事業の推進 ○ ● ●

交通計画等の検討 ◎ ● ●

自転車等駐車場の整備・
有料化

○ ● ●

環境情報の提供と環境学
習事業の推進

◎ ● ●

地球温暖化対策の推進 ○ ● ●

公園・緑地，崖線樹林地
の保全

◎ ● ●

公園・緑地等の整備 ○ ● ●

深大寺・佐須地域の里
山，水辺環境の保全・活
用

◎ ● ●

ごみの減量と資源化 ○ ● ● ●

ごみの適正排出・適正処
理の推進

◎ ● ● ●

都市美化の促進と路上喫
煙対策の推進

○ ● ● ●

下水道施設の機能維持 ○ ● ● ●

平和祈念事業の実施 ◎ ● ●

国際交流の促進 ◎ ● ● ●

31 人権の尊重・男女共同参画社会の形成 A 7 1
男女共同参画啓発・相談
事業の実施

◎ ● ● ●

17

19

14

19

52

S：１
A：３０
B：０
C：０
D：０

742 97
◎：６１
○：３６
△：０

0 94 3 53 23 12 27 26

71

26

0.0 96.9 3.1 54.6 23.7 12.4 27.8 26.8

R１取組実績 方向性

施策評価結果 事務事業評価結果

S：顕著な取組成果が得られた。計画以上に目標を達成した。
A：予定した取組成果が得られた。計画どおりに目標を達成した。
B：一定の取組成果が得られた。概ね計画どおりに目標を達成し
　　た。
C：予定した取組成果が得られなかった。目標達成にはやや至ら
　　なかった。
D：取組成果が得られなかった。目標達成までには至らなかった。

事務
事業
数

評価対象事業
R１
実績
評価
（※）

前年度の取組実績・今後の取組の方向性

　計

　　行革プラン【方針１】参加と協働のまちづくりの実践

　　行革プラン【方針２】効率的な組織体制の整備

　　行革プラン【方針３】人材の確保・育成

316A良好な住環境づくり23

A 225

26 地球環境の保全

6

510A安全で快適なみちづくり24

総合的な交通環境の整備

25

39水と緑による快適空間づくり27

A

A

224Aごみの減量と適正処理28

29 快適な生活環境づくり A 23 2

「方向性」が「改善余地なし」以外の事業数

「方向性」が「改善余地なし」の事業数

割合（％）
令和元年度振返り評価を行った

９７事業に占める割合

24A平和・国際交流施策の推進30

　　行革プラン【方針４】計画行政の推進

　　個別事業

（※）事務事業評価の実績評価
◎：十分な成果が得られた。

○：おおむね成果が得られた。

△：予定した成果が得られなかった。



 

＜参 考＞ 
 

 

【重点プロジェクト事業（事務事業評価）】 

◆令和元年度振返り評価結果（対象：３７事業） 
※振返り評価対象の９７事業に含む 
※重点プロジェクトの取組については，１７７ページ以降を参照  
 
 

＜令和元年度の取組に関する実績評価＞ 

  
◎ 

十分な成果を得た 
○ 

おおむね成果を得た 
△ 

予定した成果を得られず 

事業数 ２５ １２ ０ 

割合 ６７．６％ ３２．４％ ０％ 

 
＜実績評価別で見た今後の事業の方向性＞ 

有効性改善 

１７ １０ ― 
効率性改善 

財政面改善 

参加と協働改善 

改善余地なし ８ ２ ― 

 

 

上記の表のとおり，重点プロジェクト事業に関しては，他の事務事業と同様

に事務事業評価を実施した３７事業の全てにおいて，「◎」又は「○」となり，

重点プロジェクト事業全体では，令和元年度において成果が得られたと評価す

ることができます。 

しかし，それぞれの事業にかかる今後の事業の方向性の評価においては， 

２７事業について，改善（有効性改善など）が必要であるとしています。 

 このように，重点プロジェクト事業において更なる成果向上を図るためには，

費用対効果や現状における課題を踏まえた取組の改善等に努めていくことが必

要です。 

 

 

 

 

  


